
大
き
な
爪
痕
、
阿
蘇
市
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害

7
月
１
２
日
、
未
曾
有
の
災
害
が
阿
蘇
市
を
襲
い
ま
し
た
。

外
輪
山
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
川
の
氾
濫
が
各
所
で
発
生
。
一
の
宮
地
区

や
阿
蘇
地
区
で
は
、
甚
大
な
浸
水
被
害
が
出
る
な
ど
、
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

（
写
真
は
仙
酔
峡
付
近
で
の
土
砂
崩
落
の
様
子
。）

九
州
北
部
豪
雨
災
害

特
　
別
　
号



2広報 あそ
災害特別号

『
千
年
に
一
度
』
の
大
雨
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
土
砂
崩
れ
や
浸
水
被
害
、
相
次
ぐ
。

　
７
月
12
日
未
明
に
発
生
し
た
九
州
北
部
豪
雨
災
害
に
際
し
、
被
災

さ
れ
ま
し
た
多
く
の
皆
様
方
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
不
幸
に
も
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
に
、
衷

心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
折
か
ら
の
豪
雨
と
雷
、
暗
闇
の
中
、
避
難
す
る
に
も
避
難
で
き
な

か
っ
た
方
、
崖
崩
れ
と
押
し
寄
せ
る
濁
流
、
相
次
ぐ
河
川
の
氾
濫
に

非
常
に
多
く
の
市
民
の
皆
様
方
が
驚
か
れ
、
恐
ろ
し
い
思
い
を
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、ご
自
宅
が
損
壊
な
ど
に
よ
り
、今
も
な
お
、

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
ら
れ
る
皆
様
方
に
は
、
ご
不
自
由

を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
災
害
発
生
か
ら
や
が
て
１
ヶ
月
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
の
間
、
広
範

囲
に
わ
た
る
甚
大
な
被
害
の
中
、
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
に
よ
る
必

死
の
救
助
救
命
活
動
や
孤
立
さ
れ
た
方
々
の
救
出
活
動
に
始
ま
り
、

国
・
県
・
日
赤
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
機
関
、
ま
た
、
地
域
消
防
団
や

婦
人
会
の
皆
様
方
、
各
種
団
体
の
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援
に
よ

り
緊
急
事
態
を
今
、
ど
う
に
か
乗
り
越
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
へ

７
月
11
日
夜
か
ら
、
九
州
北
部
地
方
で
局
地
的
に
激
し
い
雨
が
降
り
ま
し
た
。

阿
蘇
市
も
例
外
で
な
く
、
気
象
庁
は
、「
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
大
雨
」
と
危
機
感
を
強
め
、
警
戒
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

１
時
間
の
降
水
量
が
観
測
史
上
最
大
と
な
る
１
０
０
mm
以
上
と
い
う
、
非
常
に
激
し
い
雨
が
、
阿
蘇
市
の
各
地
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。



3 広報 あそ
災害特別号

九州北部豪雨・災害特集

（写真）一の宮町坂梨地区を上空から撮影。至るところで土砂が崩落。

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も
、
本
日
ま
で
「
阿
蘇
の
人
た
ち

を
助
け
よ
う
」
と
約
８
０
０
０
名
の
方
々
に
全
国
か
ら
駆
け
付
け
て

い
た
だ
き
、
炎
天
下
の
中
、
お
び
た
だ
し
い
量
の
が
れ
き
・
土
砂
の

撤
去
や
片
付
け
に
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
ご
活
動
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
、
心
の
底
か
ら
深
く
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
被
災
さ
れ
た
方
々
が
早
く
普
段
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
仮

設
住
宅
の
建
設
を
は
じ
め
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
完
全
復
旧
、
衛
生
・

防
疫
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
総
合
的
に
支
援
す
べ
く
窓
口
を
設

置
し
、
生
活
再
建
に
向
け
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
災
害
で
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
も
あ
る
農
業
、

観
光
業
に
も
大
き
な
打
撃
と
な
り
ま
し
た
が
、
国
・
県
に
強
く
働
き

か
け
激
甚
災
害
の
指
定
を
い
た
だ
き
、早
期
の
復
旧
と
復
興
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
悠
久
の
歴
史
の
中
で
こ
の
地
に
文
明
を
築
き
、
他
地
域

に
自
慢
で
き
る
“
ふ
る
さ
と
”
と
し
て
こ
の
阿
蘇
を
こ
よ
な
く
愛
し

続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
惨
事
と
な
り
ま
し
た
が
、
決
し
て

あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、「
開
拓
の
魂
」
を
奮
い
立
た
せ
、
全
市
一

体
と
な
り
一
歩
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
安
心
・

安
全
な
阿
蘇
を
つ
く
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
お
互
い
に
力
を
合
わ
せ
て
そ
し
て
助
け
合
い
な
が
ら
、
先
人
た
ち

か
ら
受
け
継
い
で
き
た
こ
の
阿
蘇
を
蘇
ら
せ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
早
期
の
完
全
復
興
を
遂
げ
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
方
の

ご
支
援
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
平
成
24
年
８
月
７
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
蘇
市
長　
佐
藤
義
興



4広報 あそ
災害特別号

土 砂 崩 落
一の宮町地区を中心に大規模な土砂崩れが
各所で発生し、多くの犠牲者を出した。
主要道路や線路も遮断され、交通機関に影
響が出た。

中
岳
の
北
壁
か
ら
ぐ
る
り
と

外
輪
山
を
見
渡
す
と
、
土
砂

崩
れ
が
至
る
と
こ
ろ
で
確
認

で
き
、
目
を
覆
い
た
く
な
る

よ
う
な
光
景
が
広
が
る
。
今

回
の
災
害
で
は
、
大
規
模
な

土
砂
災
害
15
ヵ
所
の
う
ち
、

12
ヵ
所
で
尊
い
命
が
奪
わ
れ

た
。

❶�

坂
梨
福
岡
地
区
の
土
砂
崩

れ
の
現
場
。
広
範
囲
に
わ

た
り
土
砂
が
崩
落
。「
も

の
す
ご
い
音
が
し
た
」
と

近
隣
住
民
。
こ
の
現
場
で

は
、
６
人
の
方
が
犠
牲
に

な
っ
た
。

❷�

中
江
の
荻
岳
は
、
２
カ
所

で
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
が

発
生
。
頂
上
へ
の
道
は
遮

断
さ
れ
た
。

❸�

宮
地
古
神
地
区
は
、
河
川

氾
濫
に
よ
り
、
道
路
崩
落

と
共
に
電
柱
が
傾
い
た
。

❹�

中
通
片
隅
地
区
は
、
２
ヵ

所
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し

た
。

❺�

箱
石
峠
で
は
山
肌
が
剥
が

れ
落
ち
、
無
残
な
景
観
が

広
が
る
。

１

２

３４

７ ６ ５



5 広報 あそ
災害特別号

８

９

11

13 10

12

❻�

国
道
57
号
滝
室
坂
の
崩
落

現
場
。
崩
落
後
も
水
が
出

続
け
、
危
険
と
隣
り
合
わ

せ
で
の
復
旧
作
業
が
続

く
。（
国
道
57
号
の
復
旧

目
途
は
９
月
上
旬
予
定
）

❼�

坂
梨
地
区
で
は
、
土
砂
や

大
き
な
石
の
塊
が
至
る
と

こ
ろ
で
崩
落
し
、
民
家
を

直
撃
し
た
。

❽�

東
岳
川
沿
い
の
市
道
白
粧

原
線
で
も
道
路
が
崩
壊
。

水
の
恐
怖
を
思
い
知
ら
さ

れ
た
。

❾�

勢
い
よ
く
土
砂
が
流
れ
出

し
、
家
屋
が
押
し
つ
ぶ
さ

れ
た
。（
手
野
地
区
）

❿�

土
石
流
に
よ
り
、
家
屋
が

大
き
く
傾
い
た
。（
手
野

地
区
）

⓫�

北
坂
梨
豆
札
地
区
で
は
、

至
る
と
こ
ろ
で
土
砂
崩
れ

が
発
生
し
た
。

⓬�

手
野
地
区
の
土
砂
崩
落
現

場
。
欄
干
に
は
流
木
が
溜

ま
り
、
別
の
場
所
で
は
水

道
管
が
破
れ
、
延
々
と
噴

き
出
し
た
。

⓭�

三
久
保
地
区
で
は
２
カ
所

で
土
砂
崩
れ
が
発
生
。
家

屋
が
飲
み
込
ま
れ
、
３
人

の
方
が
亡
く
な
っ
た
。

九州北部豪雨・災害特集



6広報 あそ
災害特別号

浸 水 被 害
河川の流域を中心に浸水被害が相次いだ。
火山灰を含む泥水が流入し、撤去作業は難
航している。

　
降
り
始
め
か
ら
の
総
雨
量

は
、
阿
蘇
市
乙
姫
で
５
０
０

ミ
リ
を
超
え
、
影
響
は
広
範

囲
に
及
ん
だ
。

　
黒
川
河
川
、
遊
水
池
で
は

水
が
溢
れ
、
火
山
灰
を
含
ん

だ
泥
と
と
も
に
、
各
地
に
浸

水
被
害
を
及
ぼ
し
た
。

❶�

内
牧
温
泉
入
口
交
差
点
の

12
日
午
前
11
時
頃
の
様

子
。
ホ
テ
ル
・
旅
館
・
商

店
街
が
集
結
し
た
温
泉
街

の
大
部
分
が
浸
水
す
る
と

い
う
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

被
害
と
な
っ
た
。

❷�

跡
ケ
瀬
・
狩
尾
地
区
の
様

子
。
川
の
氾
濫
に
よ
り
田

ん
ぼ
一
面
が
湖
と
化
し

た
。

❸�

目
の
前
の
光
景
に
、
た
だ

立
ち
尽
く
す
男
性
。

❹�

農
機
や
車
両
が
水
没
す
る

被
害
も
多
発
。

❺�

赤
水
の
河
川
沿
い
で
も
氾

濫
。
国
道
か
ら
二
重
峠
へ

の
幹
線
道
路
の
通
行
に
も

影
響
が
出
た
。

❻�

今
町
、
黒
流
地
区
は
ほ
と

ん
ど
の
家
屋
で
浸
水
被
害

に
見
舞
わ
れ
た
。

１

２

３

４

６

５



7 広報 あそ
災害特別号

７８

９

10

11

13

12

❼�

川
の
氾
濫
で
水
没
し
た
古

城
公
民
館
前
。
消
防
団
が

女
性
の
手
を
取
り
、
誘
導

し
た
。

❽�

内
牧
の
街
や
国
道
沿
い
に

ま
で
、
大
き
な
流
木
が
多

数
流
れ
着
い
た
。

❾�

ホ
テ
ル
や
旅
館
の
宿
泊
客

の
車
両
も
、
水
没
被
害
に

遭
っ
た
。

❿�

盛
土
し
て
建
て
ら
れ
た
内

牧
支
所
も
冠
水
し
、
業
務

に
支
障
を
き
た
し
た
。（
写

真
は
内
牧
支
所
付
近
の
様

子
）

⓫�

内
牧
遊
水
池
の
12
日
午
後

の
様
子
。
阿
蘇
市
内
３
ヶ

所
の
遊
水
池
を
使
っ
て
も

氾
濫
を
避
け
ら
れ
な
か
っ

た
。

⓬�

家
畜
舎
も
浸
水
や
破
損
に

遭
い
、
牛
や
豚
が
流
さ
れ

た
。
行
き
場
を
失
い
道
沿

い
を
歩
く
豚
が
痛
々
し

い
。

⓭�

三
久
保
宇
土
地
区
の
県

道
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
上
ま

で
冠
水
し
、
身
動
き
が
取

れ
な
い
車
両
。

九州北部豪雨・災害特集



8広報 あそ
災害特別号

行方不明者捜索
自衛隊や警察、消防による懸命な行方不明者捜
索は、連日続いた。

　
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動

は
自
衛
隊
や
消
防
、
警
察
な

ど
災
害
発
生
直
後
か
ら
、
昼

夜
を
問
わ
ず
行
わ
れ
た
。
雨

が
降
り
二
次
災
害
の
危
険
と

隣
り
合
わ
せ
の
中
、
懸
命
な

救
出
が
続
い
た
。

❶�

、
❹
一
の
宮
町
三
野
地
区

で
残
る
行
方
不
明
者
１
人

の
捜
索
活
動
は
広
範
囲
に

及
ん
だ
。

❷�

坂
梨
地
区
の
救
出
現
場
の

様
子
。各
機
関
が
連
携
し
、

捜
索
活
動
が
行
わ
れ
た
。

❸�

災
害
対
策
本
部
で
は
、
夜

遅
く
ま
で
捜
索
会
議
が
行

わ
れ
た
。

❺�

手
野
地
区
で
活
動
す
る
消

防
団
の
様
子
。
消
防
団
に

は
12
日
午
前
４
時
、
災
害

警
戒
巡
視
が
指
示
さ
れ
、

被
害
状
況
や
災
害
発
生
地

域
の
報
告
が
相
次
い
だ
。

そ
の
後
、
地
域
住
民
の

避
難
誘
導
や
捜
索
活
動
に
あ

た
っ
た
。

❻�

三
野
地
区
の
救
出
現
場
。

押
し
潰
れ
た
家
屋
の
無
残

な
光
景
が
広
が
り
、
自
然

の
猛
威
を
思
い
知
ら
さ
れ

た
。

１

２

３

４６ ５



9 広報 あそ
災害特別号

現 地 視 察
野田首相をはじめ、蒲島熊本県知事や各大
臣が現地視察に訪れた。被災した現場を前
に誰もが、言葉を失った。

　
７
月
20
日
に
現
地
視
察
に

訪
れ
た
野
田
首
相
は
、
取
材

に
対
し
、「
一
日
に
も
早
く

被
災
さ
れ
た
皆
様
の
日
常
を

取
り
戻
す
た
め
に
、
国
の
制

度
を
柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応

し
て
い
く
。」
と
話
し
た
。

（
❷
）

❶�

７
月
15
日
、
佐
藤
市
長
か

ら
説
明
を
受
け
る
蒲
島
県

知
事
。

❸�

７
月
13
日
、
い
ち
早
く
中

川
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

が
現
地
入
り
し
た
。

❹�

野
田
首
相
へ
の
状
況
説
明

時
の
様
子
。

❺�

、
❻
多
く
の
国
会
議
員
が

視
察
に
訪
れ
、
被
災
状
況

を
確
認
し
た
。

❼�

避
難
所
で
被
災
さ
れ
た

方
々
の
話
を
聞
く
野
田
首

相
。

❽�

国
土
交
通
省
な
ど
の
国
の

機
関
も
緊
急
に
阿
蘇
市
に

入
り
、対
策
に
加
わ
っ
た
。

７

１

２

３

４

８

６ ５

九州北部豪雨・災害特集



10広報 あそ
災害特別号

取
り
戻
そ
う
。
い
つ
も
の
阿
蘇
を
。

　
未
曾
有
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
阿
蘇
市
。
梅
雨
明
け
前
の
記
録
的
な
豪

雨
は
、
私
た
ち
の
大
地
と
心
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
豪
雨
が
も
た
ら
し
た
被
害
は
、
余
り
に
も
大
き
な
も
の
で
す
が
、
そ
れ

で
も
前
を
向
い
て
歩
み
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
復
旧
に
向
け
て
、

数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
「
阿
蘇
市
の
た
め
に
」
と
全
国
か
ら
駆
け
つ

け
、
後
押
し
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
復
興
へ
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
さ
ぁ
、
取
り
戻
そ
う
。
い
つ
も
の
阿
蘇
を
。

１

２

３４

７ ６

５
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❶
、
⓫
、
⓯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
連
日
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
支
援
に
訪
れ
、
各
地
で
作
業
を
行
っ
て
い
る
。（
７
月
30
日

現
在
、
延
べ
約
８
０
０
０
人
が
支
援
。）　
➋
阿
蘇
中
学
校
の
建
設
に
携

わ
っ
た
企
業
が
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
駆
け

つ
け
た
。　
➌
阿
蘇
中
央
高
校
の
生
徒
も
民
家
で
泥
出
し
作
業
な
ど
を

手
伝
っ
た
。　
➍
企
業
や
団
体
、
個
人
な
ど
全
国
各
地
か
ら
「
被
災
者

の
た
め
に
」
と
、
支
援
物
資
が
届
け
ら
れ
た
。　
➎
う
ど
ん
や
お
に
ぎ

り
、
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
炊
き
出
し
で
避
難
者
を
支
援
。　
➏
阿
蘇
市
地

域
婦
人
会
は
赤
十
字
奉
仕
団
と
し
て
災
害
の
翌
日
か
ら
炊
き
出
し
を
開

始
。
毎
日
、
避
難
所
の
方
々
に
何
百
も
の
お
に
ぎ
り
や
汁
物
を
作
り
貢

献
し
た
。　
➐
７
月
20
日
、
自
衛
隊
が
撤
退
。「
自
分
の
親
と
思
い
捜

索
し
た
が
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ

た
。
延
べ
３
７
０
０
人
が
捜
索
活
動
な
ど
を
行
っ
た
。　
➑
家
の
片
づ

け
作
業
の
様
子
。　
➒
熊
本
市
水
道
局
や
小
国
町
、
自
衛
隊
な
ど
が
給

水
作
業
に
あ
た
り
、
生
活
水
の
支
援
を
行
っ
た
。　
❿
避
難
所
は
多
い

時
で
22
ヵ
所
、
２
２
５
７
人
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。　
⓬

各
地
で
通
行
止
め
に
な
り
、
道
路
の
復
旧
作
業
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

れ
た
。　
⓭
高
く
積
み
上
げ
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
見
上
げ
る
少
年
。
農
村
公

園
あ
ぴ
か
に
は
、
大
量
の
災
害
が
れ
き
の
山
が
い
く
つ
も
出
来
た
。　

⓮
昨
年
３
月
、震
災
に
見
舞
わ
れ
た
宮
城
県
東
松
島
市
の
職
員
ら
も「
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
、
阿
蘇
市
に
駆
け
つ
け
た
。　
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時
系
列
で
振
り
返
る

災
害
経
過
状
況

７
月
12
日

０�

時
30
分　
熊
本
地
方
気
象
台
、
阿
蘇

市
に
「
大
雨
・
洪
水
警
報
」
発
令

０�

時
32
分　
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
警

報
発
令
を
放
送
。
注
意
呼
び
か
け

０�

時
41
分　
Ａ
Ｓ
Ｏ
安
心
メ
ー
ル
で
警

報
発
令
を
発
信

０�

時
45
分　
災
害
待
機
班
が
市
役
所
・

支
所
待
機
に
入
る

１�

時
08
分　
お
知
ら
せ
端
末
に
よ
り
警

報
発
令
を
放
送
。
注
意
呼
び
か
け

２�

時
40
分　
土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
令

（
市
内
各
地
の
住
民
か
ら
浸
水
や
冠

水
等
の
情
報
が
入
り
始
め
る
。）
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
に
よ
り
サ
イ
レ
ン
放
送

３�

時
30
分　
待
機
職
員
に
自
主
避
難
所

開
設
の
指
示
と
職
員
配
置

４�

時
00
分　
避
難
所
開
設
完
了
。
防
災

行
政
無
線
と
お
知
ら
せ
端
末
に
よ
り

「
避
難
勧
告
及
び
避
難
指
示
」
を
発

令（
各
地
区
区
長（
自
主
防
災
組
織
）

及
び
消
防
団
に
よ
り
地
区
住
民
に
情

報
伝
達
を
実
施
）

４�

時
55
分　

阿
蘇
市
災
害
対
策
本
部

（
水
防
対
策
本
部
）
を
設
置

　

�

～
こ
れ
以
降
、
各
地
区
住
民
や
警
戒

中
の
消
防
団
員
か
ら
被
害
の
状
況
や

災
害
発
生
の
報
告
が
ひ
っ
き
り
な
し

に
対
策
本
部
に
入
る
～

４�

時
55
分　
三
野
（
古
閑
）
で
土
砂
崩

れ
の
連
絡

５�

時
50
分　
手
野
（
古
城
６
区
）
で
土

砂
崩
れ
の
連
絡

６�

時
00
分　
三
野
（
三
閑
）
で
土
砂
崩

れ
の
連
絡

６
時
30
分　
豆
札
で
土
砂
崩
れ
の
連
絡

６�

時
33
分　
手
野
で
家
が
流
さ
れ
た
旨

の
連
絡

九
州
北
部
豪
雨

阿
蘇
市
の
被
害
状
況
報
告

九州北部豪雨 阿蘇市の被害状況報告

■
人
的
被
害

　
死
者　
21
人
（
男
性
10
人・女
性
11
人
）

　
行
方
不
明
者　
１
人
（
男
性
１
人
）

　
重
傷
者　
１
人
（
女
性
１
人
）

■
家
屋
被
害
（
９
月
21
日
時
点
）

▼
全
壊　
60
棟

▼
大
規
模
半
壊　
14
棟

▼
半
壊　
１
０
５
３
棟

（
う
ち
床
上
浸
水
半
壊
相
当
数
）

　
　
　
　
１
０
５
１
棟

▼
床
上
浸
水　
36
棟

▼
床
下
浸
水　
３
８
７
棟

▼
一
部
破
損　
２
棟

■
道
路
被
害
（
主
要
道
路
抜
粋
）

　
（
９
月
21
日
時
点
）

▼
国
道

○
国
道
57
号　
滝
室
坂

　
（
８
月
20
日�

午
後
１
時
開
通
）

○
国
道
２
６
５
号　
箱
石
峠

　
（
７
月
25
日�

午
後
３
時
全
面
開
通
）

○
国
道
２
１
２
号　
内
牧
～
大
観
峰
付
近

　
（
７
月
21
日�

午
後
１
時
か
ら
片
側
交
互

　

��

通
行
）

▼
県
道
（
主
要
道
路
規
制
箇
所
）

○
別
府
一
の
宮
線（
三
野
～
城
山
展
望
所
）

　
（�

９
月
６
日　

午
前
10
時
か
ら
片
側
交

互
通
行
）

○
高
森
竹
田
線
（
旧
犬
子
迫
分
校
付
近
）

　
（
平
成
25
年
５
月
を
目
途
に
復
旧
予
定
）

○
内
牧
坂
梨
線
（
三
野
付
近
）

　
（
平
成
25
年
１
月
を
目
途
に
復
旧
予
定
）

○��

阿
蘇
吉
田
線
（
坊
中
キ
ャ
ン
プ
場
付
近

～
杵
島
岳
三
叉
路
）

　
（
７
月
23
日
か
ら
片
側
交
互
通
行
）

○�

南
小
国
波
野
線
（
笹
倉
郵
便
局
～
産
山

村
運
動
公
園
）

　
（
７
月
28
日
か
ら
片
側
交
互
通
行
）

▼
市
道　
約
２
７
０
ヶ
所

　
（
う
ち
小
規
模
被
害
約
２
０
０
ヶ
所
）

▼
農
道　
約
５
０
０
ヶ
所

▼
林
道　
１
０
９
ヶ
所

▼
橋
梁　
８
ヶ
所

※�

主
要
な
市
道
及
び
橋
梁
の
復
旧
状
況
に

つ
い
て
は
、16
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
12
日
に
発
生
し
た
九
州
北
部
豪
雨
。

　
今
も
な
お
各
地
で
阿
蘇
市
再
生
へ
の
復

旧・復
興
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、

多
く
の
方
々
の
支
援
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
普
段
の
生
活
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
※
被
害
状
況
は
８
月
20
日
時
点
。

　
（
一
部
を
除
く
。）

阿
蘇
市
の
被
害
状
況
概
略
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九州北部豪雨 阿蘇市の被害状況報告

■
電
気

　

�　
九
州
電
力
大
津
営
業
所
管
内
の
５
地

区
（
坂
梨
、
北
坂
梨
、
三
野
、
手
野
、

波
野
地
区
の
約
１
８
０
０
世
帯
）で
停
電
。

　
→
７
月
13
日
に
は
完
全
復
旧
し
た
。

■
水
道
施
設

　

�　

水
源
地
流

失
、
水
道
管

損
壊
等
に
よ

り
断
水
し
た

坂
梨
地
区（
最

多
時
65
世
帯
）

及
び
古
城
地

区
（
最
多
時

３
８
７
世
帯
）
に
つ
い
て
、
自
衛
隊
、

熊
本
市
及
び
小
国
町
の
協
力
で
給
水
所

を
開
設
し
た
。

　
→�

坂
梨
地
区
は
７
月
18
日
、
古
城
地
区

は
８
月
７
日
ま
で
に
復
旧
し
た
。

■
下
水
道
施
設

　

�　
処
理
場
が
浸
水
、
マ
ン
ホ
ー
ル
損
壊

等
が
発
生
し
た
が
、
復
旧
し
正
常
に
稼

働
中
。

■
各
機
関
の
災
害
派
遣
等
状
況

▼
陸
上
自
衛
隊　
総
数
３
４
６
人

　
（
捜
索
２
７
２
人　
支
援
７
４
人
）

▼
警
察
関
係　
総
数
２
８
０
人

　
（
捜
索
１
８
０
人　
総
数
１
０
０
人
）

▼
広
域
消
防　
総
数
77
人

▼
阿
蘇
市
消
防
団　
出
動
団
員
数
５
６
０
人

※�

７
月
12
日
か
ら
31
日
ま
で
の
20
日
間
に

延
べ
４
７
５
２
人
が
人
命
救
助
及
び
行

方
不
明
者
捜
索
活
動
を
行
っ
た
。（
捜

索
ヶ
所
６
ヶ
所
）

６�

時
52
分　
三
野
（
古
閑
）
で
土
砂
崩

れ
の
連
絡

６
時
55
分　
自
衛
隊
に
災
害
派
遣
要
請

７
時
00
分　
坂
梨
で
土
砂
崩
れ
の
連
絡

７
時
00
分　
坂
梨
古
恵
川
氾
濫

７�

時
07
分　
東
岳
川（
県
道
１
１
０
号
）

堤
防
決
壊

７�

時
40
分　
宮
地
地
区
水
源
本
管
の
決

壊
の
た
め
断
水
状
態

８�

時
00
分　
三
久
保
で
土
砂
崩
れ
、
地

元
で
撤
去
作
業
開
始

８�

時
40
分　
車
帰
と
的
石
の
間
で
土
砂

崩
れ
の
連
絡

10�
時
30
分　
三
久
保
で
土
砂
崩
れ
の
連

絡
10
時
40
分　
自
衛
隊
の
先
発
隊
到
着

10
時
45
分　
災
害
救
助
法
の
適
用
申
し
出

11�
時
00
分　
自
衛
隊
災
害
派
遣
先
遣
隊

到
着
。
そ
の
後
熊
本
県
警
並
び
に
日

赤
熊
本
か
ら
救
助
隊
が
到
着
し
行
方

不
明
者
の
捜
索
活
動
を
開
始

11�
時
30
分　
自
衛
隊
の
部
隊
到
着
。
昼

過
ぎ
か
ら
自
衛
隊
に
よ
る
救
助
活
動

開
始

15
時
00
分　
災
害
救
助
法
適
用

８
時
35
分　
大
雨
に
よ
り
阿
蘇
市
全
域

　
に
避
難
勧
告

15�
時
00
分　
三
野
の
捜
索
が
雨
に
よ
り

中
止

15�
時
10
分　
中
川
正
春
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
（
防
災
担
当
）
来
庁
、
現
地

視
察

16�
時
00
分　
黒
川
が
避
難
判
断
水
位
に

到
達

18
時
55
分　
三
久
保
の
捜
索
を
終
了

19
時
00
分　
停
電
を
解
消

２
時
41
分　
洪
水
警
報
発
令

７
月
13
日

７
月
14
日

■避難所数及び避難者数の推移

●�避難所は最多時 22ヵ所、
2,257 人の方が避難した。
���（7月 14日、午後 11時）
※�グラフの数値はその日の最大
値を表示。

（人） （箇所）
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九州北部豪雨 阿蘇市の被害状況報告

７
時
00
分　
三
久
保
の
捜
索
開
始

７�

時
30
分　
三
野
、
箱
石
、
赤
水
の
捜

査
開
始

９�

時
00
分　
黒
川
が
水
防
団
待
機
水
位

に
達
成
、
さ
ら
に
上
昇
す
る
お
そ
れ

11�
時
15
分　
雨
に
よ
り
南
宮
原
、湯
浦
、

西
湯
浦
、
西
小
園
地
区
に
避
難
指
示

11�
時
33
分　
三
野
の
自
衛
隊
救
助
活
動

待
避

11�
時
35
分　
自
衛
隊
員
か
ら
湯
浦
地
区

で
地
鳴
り
を
確
認
し
た
旨
連
絡

11�
時
40
分　
折
戸
、
浜
川
、
車
帰
、
狩

尾
１
区
２
区
３
区
、
跡
ヶ
瀬
、
的
石

に
避
難
指
示

11�
時
40
分　
三
久
保
の
自
衛
隊
救
助
活
動

11
時
50
分　
内
牧
５
区
に
避
難
指
示

12�
時
15
分　
折
戸
の
上
に
２
ヶ
所
亀
裂

が
見
え
る
と
通
報

12�
時
30
分　
警
察
か
ら
的
石
の
黒
川
が

あ
と
１
ｍ
で
氾
濫
の
旨
状
況
報
告

12�
時
40
分　
県
に
１
８
０
０
人
分
の
物

資
要
請

12�
時
50
分　
黒
川
が
避
難
判
断
水
位
に

到
達

12�
時
50
分　
湯
浦
で
地
鳴
り
。
田
中
製

材
所
の
上
の
山
水
が
止
ま
っ
て
い
る

旨
の
連
絡

13�
時
33
分　
三
野
で
自
衛
隊
救
助
活
動

再
開

13�
時
43
分　
洪
水
警
報
解
除

15�
時
00
分　
三
野
の
警
察
、
消
防
が
捜

索
再
開

15
時
00
分　
国
道
２
１
２
号
通
行
止

17
時
20
分　
自
衛
隊
追
加
要
請

３
時
30
分　
土
砂
災
害
警
戒
解
除

５�

時
47
分　
大
雨
警
報
解
除

７�

時
00
分　
南
宮
原
、湯
浦
、西
湯
浦
、

西
小
園
、
内
牧
５
区
の
下
り
山
の
地

域
、折
戸
の
避
難
指
示
及
び
坂
梨（
古

閑
、
神
石
、
福
岡
、
馬
場
、
豆
札
）、

７
月
15
日

■
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
幹
線
ケ
ー
ブ
ル

　

�　
土
砂
災
害
・

土
石
流
に
よ

り
光
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
幹

線
ケ
ー
ブ
ル

７
ヶ
所
の
切

断
に
よ
り
、

阿
蘇
市
内
約

７
０
０
世
帯
、
産
山
村
約
６
０
０
世
帯

の
計
約
１
３
０
０
世
帯
で
、
お
知
ら
せ

端
末
が
不
通
と
な
っ
た
。（
う
ち
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
者
は
２
６
０
世

帯
）

　
→�

現
在
は
本
復
旧
、
仮
復
旧
に
よ
り
全

線
開
通
。

■
お
知
ら
せ
端
末
等
の
復
旧

　
　

�

坂
梨
、古
城
、内
牧
、今
町
、黒
流
町
、

　

�

波
野
大
道
地
区
等
を
中
心
に
、
お
知
ら

せ
端
末
約
４
０
０
台
が
水
没
及
び
流

失
。ま
た
、各
家
庭
へ
の
引
き
込
み
ケ
ー

ブ
ル
が
約
１
０
０
世
帯
で
断
線
、
そ
の

他
落
雷
に
よ
る
停
電
な
ど
で
８
５
０
世

帯
で
お
知
ら
せ
端
末
が
利
用
で
き
な
く

な
っ
た
が
、
現
在
は
５
５
０
世
帯
が
復

旧
し
て
い
る
。

■
公
共
施
設
の
電
算
シ
ス
テ
ム
の
復
旧

　

�　
内
牧
支
所
、阿
蘇
図
書
館
、老
人
ホ
ー

ム
上
寿
園
、
阿
蘇
市
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
が
水
没
し
、
電
算
シ
ス
テ
ム
に
影

響
が
出
た
。

　

�　
内
牧
支
所
に
設
置
の
証
明
書
自
動
交

付
機
も
一
時
使
用
不
能
と
な
っ
た
が
、

現
在
は
復
旧
し
て
い
る
。

■
学
校
施
設

▼
床
上
浸
水（
校
舎
ま
た
は
体
育
館
、武
道
場
）

　

�
尾
ヶ
石
東
部
小
学
校
、
内
牧
小
学
校
、

阿
蘇
中
学
校

▼
土
砂
流
入
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
）

　

�

古
城
小
学
校
、
尾
ヶ
石
東
部
小
学
校
、

内
牧
小
学
校
、
阿
蘇
中
学
校
、
波
野
中

学
校

▼
小
規
模
土
砂
流
入

　

波
野
中
学
校

　
（
体
育
館
）

▼ 

そ
の
他
被
害

（
フ
ェ
ン
ス
倒

壊
等
）

　

�

内
牧
小
学
校
、

阿
蘇
中
学
校
、

波
野
中
学
校

総

務

部

教

育

部

■
社
会
教
育
施
設
等

▼
床
上
浸
水　

　
古
城
公
民
館
、
阿
蘇
図
書
館

■
社
会
体
育
施
設

▼
施
設
被
害

　

�

一
の
宮
総
合
運
動
公
園
（
シ
ャ
ッ
タ
ー

破
損
）、
社
教
グ
ラ
ン
ド
（
土
砂
流
入
）

※�

農
村
公
園
あ
ぴ
か
、
一
の
宮
総
合
運
動

公
園
、
波
野
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
災

害
ご
み
置
き
場
と
し
て
利
用
。

■
文
化
財

▼ 

天
然
記
念
物
「
浄
土
寺
の
ケ
ヤ
キ
」

　
→
流
失

▼ 

史
跡
「
迎
平
古
墳
群
（
七
ツ
塚
）」
１

号
墳
→
一
部
表
土
流
出

▼
建
造
物「
尾
籠
の
六
地
蔵
」→
流
出
後
、

　
復
元

▼�

「
豊
後
街
道（
参
勤
交
代
道
）」→
車
帰・

狩
尾
・
三
久
保
・
滝
室
坂
に
て
土
砂
崩

れ
・
破
損
な
ど

※
そ
の
他
は
継
続
し
て
調
査
中
。

■
児
童
・
生
徒
の
学
用
品
等
被
害
状
況

▼
教
科
書
の
給
与

　
小
学
校
→
１
８
７
冊

　
中
学
校
→
２
１
２
冊

▼
学
用
品
被
害
を
受
け
た
人
数

　
小
学
生
→
２
９
４
人

　
中
学
生
→
８
６
人
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九州北部豪雨 阿蘇市の被害状況報告

古
城
の
全
域
、
中
通
（
片
隅
）
の
避

難
勧
告
は
継
続
し
、
そ
の
他
の
地
域

の
避
難
指
示
、
避
難
勧
告
は
解
除

17�
時
45
分　
南
宮
原
、湯
浦
、西
湯
浦
、

西
小
園
、
内
牧
５
区
の
下
り
山
の
地

域
、
折
戸
の
避
難
指
示
を
解
除
、
避

難
勧
告
へ
切
り
替
え

７�

時
00
分　
三
野
、
箱
石
、
赤
水
の
捜

索
開
始

11�
時
34
分　
箱
石
で
行
方
不
明
者
発
見

15
時
38
分　
大
雨
洪
水
警
報
発
令

16�
時
28
分　
地
元
消
防
団
よ
り
竹
林
住

宅
内
冠
水
の
情
報

16
時
43
分　
土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
令

16�
時
49
分　
県
道
内
牧
～
坂
梨
線
、
は

な
阿
蘇
美
交
差
点
付
近
、
消
防
団
よ

り
冠
水
情
報

17�
時
00
分　
鷲
の
石
、南
宮
原
、湯
浦
、

西
湯
浦
、
西
小
園
、
内
牧
５
区
の
下

り
山
の
地
域
、
折
戸
の
避
難
指
示
を

発
令

1�7�
時
00
分　
折
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
南
北
に
２
０
０
ｍ
冠
水

17�
時
10
分　
坂
梨
（
古
閑
、
神
石
、
福

岡
、
馬
場
、
豆
札
）、
古
城
の
全
域
、

中
通
（
片
隅
）
の
避
難
指
示

17�
時
20
分　
鷲
の
石
地
区
４
ヶ
所
山
腹

が
崩
壊
。
山
田
消
防
団
通
報

19�
時
31
分　
洪
水
警
報
解
除
（
注
意
報

に
切
り
替
わ
り
）

12�
時
00
分　
全
て
の
地
域
の
避
難
勧
告

を
解
除
、
坂
梨
（
福
岡
、
馬
場
、
豆

札
）、
古
城
の
全
域
、
中
通
（
片
隅
）

に
避
難
準
備
情
報
を
発
令

７
月
16
日

７
月
26
日

■
生
活
ご
み
の
収
集

　

�　
７
月
12
日
に
大
阿
蘇
環
境
セ
ン
タ
ー

未
来
館
が
浸
水
し
た
こ
と
に
よ
り
、

12
・
13
日
の
収
集
運
搬
が
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
、
各
家
庭
で
保
管
を
お
願

い
し
た
。
16
日
以
降
は
通
常
ど
お
り
収

集
を
再
開
す
る
。
ま
た
、
商
工
会
が
浸

水
し
た
こ
と
で
指
定
ゴ
ミ
袋
が
小
売
り

店
舗
へ
の
供
給
が
で
き
な
く
な
っ
た
た

め
、
指
定
外
の
ゴ
ミ
袋
で
の
ゴ
ミ
出
し

も
可
能
と
し
た
。
７
月
30
日
か
ら
指
定

袋
で
の
通
常
収
集
に
戻
っ
た
。

■
し
尿
処
理

　
　

�

７
月
12
日
に
し
尿
処
理
施
設
蘇
水
館

　

�

が
浸
水
し
、一
時
収
集
を
中
止
し
た
が
、

仮
施
設
を
準
備
の
上
、
７
月
14
日
か
ら

一
部
稼
働
。
８
月
か
ら
仮
復
旧
で
全
量

受
け
入
れ
可
能
に
な
っ
た
。

■
防
疫
対
策
（
配
布
状
況
等
）

▼
消
石
灰
→
４
０
０
０
袋

▼
消
毒
液
→
２
２
１
９
本

▼
消
毒
作
業
実
施
場
所

　

�

各
行
政
区
設
置
臨
時
仮
置
場
、
災
害
が

れ
き
置
場
、
浸
水
し
た
地
域
の
道
路
側

溝
、広
場
、避
難
所
周
辺
等
の
消
毒
実
施
。

市

民

部

▼
浸
水
等
の
被
害
家
屋
に
対
し
消
毒
薬
を

配
布
し
、必
要
に
応
じ
て
区
や
消
防
団
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
に
よ
る
一
斉

散
布
を
依
頼
。

■
瓦が

れ
き礫

処
理

　

�　
７
月
13
日
か
ら
阿
蘇
市
災
害
廃
棄
物

計
画
で
選
定
さ
れ
て
い
た
瓦
礫
仮
置
場

３
ヶ
所
（
農
村
公
園
あ
ぴ
か
、
一
の
宮

総
合
運
動
公
園
、
波
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

で
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
。

　
�

７
月
14
日
か
ら
５
ヶ
所
に
増
や
し
受
け

入
れ
を
開
始
。
ま
た
、
仮
置
場
に
自
力

で
持
ち
込
め
な
い
方
へ
の
対
策
と
し

て
、
地
区
の
臨
時
仮
置
場
の
設
置
す
る

よ
う
区
長
に
依
頼
し
た
。

　
　

�

土
砂
置
場
は
旧
阿
蘇
北
中
学
校
と
畜

　

�

協
跡
地
で
受
け
入
れ
て
い
た
が
、
旧
阿

蘇
北
中
学
校
の
受
け
入
れ
が
困
難
に

な
っ
た
た
め
、
７
月
20
日
以
降
は
岩
本

畜
産
跡
地
（
北
黒
川
）
を
新
た
に
受
入

先
と
し
て
追
加
し
た
。

　

�　
７
月
23
日
か
ら
搬
出
を
開
始
し
、
８

月
５
日
に
農
村
公
園
あ
ぴ
か
北
側
舗
装

●�８月 21日時点の搬出量
　農村公園あぴか　　

　9,438t
　一の宮総合運動公園

　2,010t

駐
車
場
の
搬
出
完
了
。
ま
た
、
波
野
グ

ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場
は
８
月
12
日
ま
で
の

受
入
れ
と
し
、
８
月
18
日
に
搬
出
を
完
了

し
た
。

　

�　
畜
協
跡
地
を
除
く
全
て
仮
置
場
の
受

入
期
間
を
８
月
31
日
ま
で
で
終
了
し

た
。
今
後
、
期
間
内
に
持
ち
込
み
が
で

き
な
か
っ
た
世
帯
を
個
別
に
状
況
確
認

の
上
対
応
予
定
。

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み

　

�　
７
月
13
日
～
31
日
ま
で
に
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
35
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

中
に
は
災
害
に
係
る
便
乗
商
法
に
関
す

る
相
談
も
あ
り
、
悪
質
な
便
乗
商
法
の

注
意
喚
起
を
呼
び
か
け
る
啓
発
を
行
っ

た
。（
お
知
ら
せ
端
末
で
の
配
信
や
ポ

ス
タ
ー
掲
示
。）

　

�　
ま
た
、
弁
護
士
会
や
司
法
書
士
会
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
被
災
者
の
生
活
再

建
支
援
を
目
的
と
し
た
相
談
会
や
、
消

費
生
活
問
題
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談

会
を
緊
急
的
に
実
施
し
た
。

■
市
税
等
の
減
免
措
置
等

　

�　
７
月
17
日
か
ら
約
１
ヶ
月
間
、
内
閣

府
の
定
め
る
指
針
に
基
づ
き
、
外
部
か

ら
の
目
視
及
び
内
部
立
入
調
査
、
ま
た

被
災
者
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
住
家

被
害
認
定
調
査
を
行
い
、
約
４
２
０
０

棟
を
調
査
し
た
。（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）
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九州北部豪雨 阿蘇市の被害状況報告

　
�　

な
お
、
７
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
の

７
日
間
に
お
い
て
は
、
10
班
体
制
、
延

べ
約
２
０
０
人
に
よ
る
集
中
調
査
を
行

い
、約
２
９
０
０
棟
の
調
査
を
終
え
た
。

　

�　
被
害
を
受
け
た
納
税
義
務
者
に
対
し

て
、
平
成
24
年
度
分
固
定
資
産
税
及
び

個
人
市
民
税
並
び
に
国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て
、
災
害
減
免
を
行
う
と
と
も

に
、
徴
収
猶
予
及
び
延
滞
金
額
の
減
免

等
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

■
被
災
者
生
活
再
建
支
援
受
付
状
況

▼
災
害
弔
慰
金　
13
件

▼
災
害
援
護
資
金　
１
件

▼
災
害
見
舞
金　
１
０
５
７
件

▼
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金　
58
件

■
避
難
所

　
　

�

８
月
20
日
時
点
、
一
の
宮
体
育
館
、

　

�

坂
梨
公
民
館
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
の
３
ヶ
所
で
継
続
中
。
８
月
末
を

解
消
目
途
と
し
て
避
難
所
対
応
予
定
。

※
人
数
等
に
つ
い
て
は
、
13
頁
左
上
参
照

■
保
健
師
活
動

　

�　
熊
本
県
市
町
村
災
害
時
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
に
よ
り
、
県
内
22
市
町
村

延
べ
92
人
そ
の
他
、
左
記
団
体
が
阿
蘇

市
に
入
り
、
避
難
所
支
援
と
被
災
を
受

け
た
世
帯
１
３
３
１
世
帯（
不
在
含
む
）

を
訪
問
し
、
健
康
状
態
の
確
認
や
熱
中

症
予
防
の
啓
発
、
う
が
い
薬
な
ど
の
配

布
等
の
対
応
に
当
た
っ
た
。

▼�

そ
の
他
派
遣
団
体　
熊
本
県
、静
岡
県
、

Ｊ
Ａ
厚
生
連
、
熊
本
県
看
護
協
会

■
支
援
物
資

　
�　
�

総
数
２
０
０
件
に
近
い
企
業
や
個
人

　

�
か
ら
支
援
物
資
を
受
け
、
必
要
に
応
じ

各
避
難
所
へ
物
資
を
届
け
た
。

■
福
祉
関
係
公
共
施
設
の
状
況

▼ 

一
の
宮
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
・
温
泉
セ
ン
タ
ー

　

�

土
砂
災
害
に
よ
り
、
施
設
の
機
能
が
完

全
に
停
止
。
現
在
は
各
施
設
の
瓦
礫
・

流
木
・
土
砂
等
は
ほ
ぼ
搬
出
を
完
了
し

た
。
今
後
の
復
旧
は
未
定
。

▼
老
人
ホ
ー
ム
上
寿
園

　

�

浸
水
被
害
に
よ
り
施
設
利
用
が
不
能
に

な
り
、
入
所
者
44
名
の
移
転
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
７
月
末
ま
で
に
全
て
の
方

の
措
置
変
更
手
続
き
を
完
了
。
今
後
の

施
設
運
営
に
つ
い
て
は
未
定
。

▼
阿
蘇
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

�

浸
水
被
害
に
よ
り
、
施
設
利
用
不
能
。

　
今
後
の
開
所
予
定
は
未
定
。

■
市
道
等
の
被
害
状
況

　

�

市
道
及
び
市
管
理
河
川
の
小
規
模
被
害

の
応
急
工
事
を
施
工
中
だ
が
、
現
在
も

未
確
認
被
害
現
場
の
通
報
が
あ
る
状
況
。

▼ 

道
路
被
害　
約
１
９
０
ヵ
所
（
堆
積
土

砂
の
撤
去
、
路
面
損
壊
の
修
繕
等
）

▼ 

河
川
被
害　
約
１
１
０
ヵ
所
（
断
面
閉

塞
、
護
岸
損
壊
等
）

　
※
左
下
に
主
要
道
路
一

　
　
覧
掲
載

▼ 

公
共
土
木
施
設
災
害

　
道
路
57
ヶ
所

　
河
川
56
ヶ
所

　
橋
梁
４
ヶ
所

■
市
営
住
宅
被
害
状
況

▼
竹
林
団
地　
20
戸

▼
新
橋
団
地　
25
戸

▼
番
出
団
地　
17
戸

▼
小
里
団
地　
96
戸

▼
大
道
団
地　
９
戸

土

木

部規制状況 路線名 所在地 復旧見通し
全面
通行止

木落線 一の宮町中通（県道～ﾐﾙｸﾛｰﾄﾞ） Ｈ 24.10
狩尾幹線 狩尾（県道～ﾐﾙｸﾛｰﾄﾞ） Ｈ 25.4

一部
全面
通行止

尾籠線 一の宮町手野尾籠付近 Ｈ 24.12
島廻線 一の宮町北坂梨豆札付近 未定
鳥越線 一の宮町北坂梨馬場付近 Ｈ 25.3
黒川線 一の宮町宮地無田口付近 未定

古城坂梨線 一の宮町宮地無田口付近 未定
下ごみ崎線 一の宮町宮地古神付近 Ｈ 25.4
五本松線 一の宮町宮地古神付近 Ｈ 25.3

橋梁崩落
（通行不可）

山田橋 山田（黒川河川） Ｈ 27.3
鷲の石橋 山田鷲の石（黒川河川） Ｈ 27.3
黒流橋 黒流町（西岳川河川） Ｈ 27.3
西浜橋 黒川（西岳川河川） Ｈ 27.3
泉川橋 西町（泉川河川） Ｈ 24.12

■市道の主要道路等規制状況と復旧見通し

■
応
急
仮
設
住
宅
建
設
状
況

▼
髙
田
住
宅
（
四
季
彩
い
ち
の
み
や
）　
25
戸

▼
東
池
尻
住
宅　
15
戸

▼
馬
場
住
宅　
２
戸

▼
立
塚
住
宅　
１
戸

※�

今
後
、
第

２
期
応
急

仮
設
住
宅

５
戸
及
び

談
話
室
の

建
設
を
計

画
予
定
。

▲�被災者支援窓口の様子

▲８月末に完成した仮設住宅
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九州北部豪雨 阿蘇市の被害状況報告

■
観
光
へ
の
影
響
と
中
小
企
業
被
害
状
況

　

�　
特
に
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
内
牧
温
泉

等
の
宿
泊
施
設
は
、
被
害
を
受
け
た
19

件
中
５
件
が
現
在
も
休
業
中
。
営
業
し

て
い
る
宿
泊
施
設
で
も
キ
ャ
ン
セ
ル
が

相
次
ぎ
、
延
べ
約
３
万
２
５
０
０
人
、

約
４
億
８
百
万
円
の
被
害
額
と
な
っ
て

い
る
。

　

�　
ま
た
、
各
商
業
施
設
は
、
大
半
の
施

経

済

部

■
水
道
施
設
被
害
状
況

▼
上
水
道　
　
24
件
、
４
千
９
万
円

▼
簡
易
水
道　
20
件
、
７
４
９
万
円

（
合
計
）
44
件
、
４
千
７
５
８
万
円

※�

全
て
の
施
設
に
つ
い
て
、
応
急
復
旧
に

よ
り
通
常
給
水
。
今
後
、
本
復
旧
工
事

に
着
手
し
、年
度
内
の
竣
工
を
目
指
す
。

■
下
水
道
施
設
被
害
状
況

▼�

阿
蘇
市
浄
化
セ
ン
タ
ー　

�

処
理
場
沈
砂

　
池
棟
浸
水
に
よ
り
一
部
機
器
が
被
災

▼�

新
橋
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場　

��

浸
水
に
よ

　
り
、
一
部
機
器
が
被
災
し
機
能
停
止

▼�

浜
川
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
場　
制
御
盤

浸
水
に
よ
り
、
設
備
が
使
用
不
能

※�

全
て
の
施
設
に
つ
い
て
、
応
急
復
旧
に

よ
り
通
常
運
転
中
。
今
後
、
本
復
旧
工

事
に
着
手
し
、年
度
内
の
竣
工
を
目
指
す
。

対応状況及び今後の対策 被害状況
○�

応
急
本
工
事
と
し

て
、
土
砂
撤
去
、

設
備
復
旧
を
緊
急

的
に
実
施
し
、
早

期
の
栽
培
環
境
改

善
や
作
付
困
難
圃

場
の
解
消
化
を
実

施
。

○�

土
砂
等
の
土
捨
場

を
兼
用
し
た
圃
場

の
嵩
上
げ
を
含
む

区
画
整
理
の
再
整

備
を
検
討
。

農地　（被害面積：2,068ha）
　　　（件　数：10,806 件）
　　　（被害額：8,105,160 千円）
農業用施設
　　　（件　数：1,153 件）
　　　（被害額：1,153,150 千円）
合計被害額　9,258,310 千円

農
地
、
農
業
用
施
設
関
係

【
緊
急
治
山
等
】

○�

被
災
し
た
山
林
地

権
者
か
ら
同
意
書

徴
収
し
、
同
意
完

了
地
区
か
ら
随
時

整
備
予
定
（
51
ヵ

所
）。な
お
、
同
意

完
了
地
区
か
ら
随

時
発
注
し
て
い
く
。

○�

今
後
、
事
業
説
明

会
を
実
施
し
、
緊

急
治
山
工
事
に
着

手
し
、
年
度
内
の

完
了
を
目
指
す
。

【
林
業
施
設
関
係
】

○�

管
内
林
道
等
の
被

害
状
況
調
査
を
実

施
し
、
復
旧
事
業

量
の
把
握
と
確
認
。

○�

今
後
、
随
時
復
旧

工
事
に
着
手
す
る
。

山腹崩壊
　　　（件　数：334件）
　　　（被害額：13,832,350 千円）
林道　（件　数：22件）
　　　（被害額：208,767 千円）
合計被害額　14,041,117 千円

治
山
、
林
道
関
係

【
水
稲
関
係
】

○�

刈
取
作
業
の
適
否
に

つ
い
て
、
各
集
落
営

農
組
合
に
状
況
確
認

を
実
施
。

○�

今
後
、
刈
取
困
難
圃

場
の
解
消
化
を
図
る
。

【
施
設
園
芸
】

○�

被
災
し
た
圃
場
を
対

象
に
、
農
地
等
災
害

復
旧
事
業
に
よ
る
応

急
本
工
事
を
実
施
し
、

作
付
困
難
圃
場
の
解

消
化
を
実
施
。

○�

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等

の
再
建
・
修
繕
を
関

係
機
関
と
連
携
し
て

実
施
。

【
全
般
】

○�

今
後
、
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
を

活
用
し
た
災
害
対
策

支
援
を
検
討
。

水稲　　（被害額：179,467 千円）
大豆等　（　〃　：9,956 千円）
トマト等　（　〃　：264,772 千円）
キャベツ　（　〃　：48,756 千円）
バラ等　（　〃　：42,638 千円）
温室・農機具等
　　　　（　〃　：402,833 千円）
合計被害額　948,422 千円

農
産
物
関
係

【
畜
産
関
係
】

○�

死
骸
搬
出
撤
去
や

処
理
作
業
を
実
施

し
完
了
。
被
災
畜

舎
の
家
畜
伝
染
病

等
の
防
止
を
図
る

た
め
、
合
同
消
毒

作
業
を
実
施
。
今

後
も
引
き
続
き
実

施
予
定
。

【
牧
野
関
係
】

○�

管
内
牧
野
組
合
に

対
す
る
緊
急
単
県

事
業
説
明
会
を
開

催
し
、
放
牧
環
境

の
復
旧
対
策
等
へ

の
支
援
策
を
説
明
。

○�

今
後
、
畜
産
再
建

緊
急
対
策
事
業
の

実
施
に
よ
り
、
被

災
し
た
牧
道
や
牧

柵
、
水
飲
施
設
等

の
復
旧
予
定
。

（左：被害頭数／右：被害額）
肉用牛（50頭／ 21,414 千円）
豚　（1,780 頭／ 57,159 千円）
養鶏（1,600 羽／ 2,560 千円）
飼育作物（125ha ／ 8,374 千円）
畜舎、牧野施設等（60,004 千円）
合計被害額　149,511 千円

畜
産
関
係

設
設
で
営
業
を
再
開
し
て
い
る

が
、
阿
蘇
市
外
か
ら
の
入
込
み

客
が
激
減
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
に
よ
り
、道
の
駅「
阿

蘇
」、
道
の
駅
「
神
楽
苑
」、
は

な
阿
蘇
美
が
協
賛
し
て
、
阿
蘇

高
原
野
菜
の
無
料
配
布
を
博
多

駅
で
実
施
。
そ
の
他
、
熊
本
駅

で
も
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
　

�

災
害
復
旧
費
用
や
運
転
資
金

　
�

は
、
阿
蘇
市
商
工
会
内
に
特
別

相
談
窓
口
を
設
け
、
融
資
や
雇

用
等
の
総
合
相
談
を
実
施
。
そ

の
他
、
阿
蘇
市
の
イ
ベ
ン
ト
は

夏
の
各
祭
り
等
を
自
粛
し
た

が
、「
大
阿
蘇
元
気
ウ
オ
ー
ク
」

は
コ
ー
ス
内
容
を
一
部
変
更
し

て
実
施
し
た
。

■農業の被害状況と今後の対策（10月 1日時点）

▶�

博
多
駅
で
行
わ
れ
た
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
様
子
。
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　内牧のホテ
ルや旅館には、
ニュース等で被
害を聞きつけた

常連のお客さんなどが駆け
付け泥出しや片づけなどを
手伝っていただきました。
　熊本工業高校と開新高校
の陸上部は、７月１６日、いつも合宿で利用している「ほこすぎ
荘」の泥出しや片づけに協力。人数が多く周囲の神社などにも分
かれ作業が行われました。
　「いつも僕たちによくしてくださる旅館の方や阿蘇市の方に恩
返しができた」と生徒たち。その優しい気持ちに、旅館の皆さん
も「これからも頑張って行こう！」という気持ちになっておられ
ます。

episode1

ボランティアの皆さんに感謝。
阿蘇市災害ボランティアセンターを通じ

延べ 14,210人が支援

災
害
発
生
の
翌
日
、

７
月
13
日
に
被
災

者
支
援
を
目
的
に
社
会
福

祉
協
議
会
が
開
設
し
た
阿

蘇
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
。

　

８
月
20
日
に
活
動
を
終

了
す
る
ま
で
の
39
日
間

に
、
延
べ
１
万
４
２
１
０

人
の
方
々
に
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

被
災
者
か
ら
の
支
援
依

頼
は
７
５
４
件
あ
り
、
活

動
終
了
ま
で
に
全
て
の
依

頼
案
件
を
完
了
。
北
は
昨

年
震
災
で
被
害
を
受
け
た

宮
城
県
気
仙
沼
市
か
ら
、

南
は
沖
縄
県
ま
で
、
全
国

各
地
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ

き
、
阿
蘇
市
の
復
旧
は
大

き
く
前
進
し
ま
し
た
。

　

阿
蘇
市
民
の
多
く
の

方
々
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
支
援
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

阿
蘇
市
内
に
あ
る
唯
一

の
高
校
、
阿
蘇
中
央
高
校

で
も
「
地
元
が
こ
の
よ
う

な
状
況
で
、
何
も
し
な
い

わ
け
に
は
い
か
な
い
。」

と
、
全
校
生
徒
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を
決

定
。
生
徒
は
泥
ま
み
れ
に

な
り
な
が
ら
、
家
屋
に
流

入
し
た
泥
の
撤
去
作
業
や

家
屋
の
清
掃
な
ど
２
日
間

に
わ
た
り
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。　

ま
た
、
阿

蘇
市
商
工
会
青
年
部
で

は
、
独
自
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
り
、
県
内
の
商
工

会
か
ら
多
く
の
方
々
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
作

業
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

支
援
を
受
け
た
市
民
か

ら
は
「
真
夏
の
作
業
に
も

か
か
わ
ら
ず
懸
命
に
働
か

れ
る
姿
に
感
謝
の
意
は
尽

く
せ
な
い
」
と
誰
も
が
強

く
口
に
さ
れ
ま
し
た
。

「
感
謝
の
意
は

尽
く
せ
な
い
。」

◀�

「
が
ん
ば
れ
阿
蘇
市
！
」

と
全
員
で
掛
け
声
。
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　総合型地域スポーツ
クラブ「火の山スポー
ツクラブ」も、多方面
で支援を行いました。

　７月 27 日は、避難所生活で溜
まるストレスを解消してもらおう
と、農村環境改善センターでスト
レッチ体操やゲームで心と体を和
ませました。
　また、ボランティアの方々に対
し、一日作業をして疲れた体を癒
してもらおうと、かき氷を振る舞
い、ボランティアの方々も大変喜
ばれていました。

　　

取
材
を
通
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
共
通
す
る

こ
と
は
、
誰
も
が
笑
顔
で
元
気

い
っ
ぱ
い
で
作
業
を
さ
れ
て
い

た
こ
と
で
し
た
。そ
し
て
、口
々

に
「
阿
蘇
の
た
め
に
役
に
立
て

れ
ば
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

炎
天
下
に
、
暑
さ
を
も
の
と

も
せ
ず
懸
命
に
作
業
に
取
り
組

む
姿
に
、
た
だ
た
だ
頭
が
下
が

る
思
い
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
皆
さ
ん
か
ら
受

け
た
支
援
を
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
の
先
阿
蘇

市
が
復
興
を
経
て
、
元
気
な
阿

蘇
市
を
見
せ
る
こ
と
が
一
番
の

恩
返
し
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
に
、

心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

「
こ
の
支
援
を
、

忘
れ
て
は
い
け
な
い
。」

　㈳熊本県建設業協会阿蘇
支部（内田知行支部長）と
阿蘇市建設業協会（島村文
博会長）は 8月 10日、阿蘇

市管内の市道や生活道路の清掃などの緊
急ボランティア作業を合同で行いました。
　参加したのは両組織の会員 80 社、約
240 名で、市内 24 箇所の地域で道路沿
いに流出した土砂や流木、散乱したゴミ
などを重機と手作業で撤去作業にあたり
ました。
　内田支部長は「阿蘇市民の方がいち早
く普通の生活を取り戻せるように、今回
の作業が一助となれば」と話されました。

episode2

episode3

《お知らせ》

　今後の災害ボランティアの依頼
については、「阿蘇市ボランティ

3 3 3 3 3 3 3 3

アセンター
3 3 3 3 3

」で対応してまいりま
す。また、地域の方々からのご依
頼に対し、ボランティアさんの参
加が必要になった場合は、阿蘇市
社会福祉協議会ホームページ等で
お知らせします。
●問い合わせ
　阿蘇市ボランティアセンター
　（阿蘇市社会福祉協議会内）
　☎０９６７－３２－１１２７

▲�狩尾地区で道路沿いの土砂撤去を行う
作業員
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復旧への取組み、着々と。

多くのボランティアの方々が、阿蘇市を支援。泥と汗にまみれながら
の復旧作業、本当にありがとうございました。

国道 57号滝室坂では、災害により土砂が崩落し通行止めが続いたが、
8月 20日、39日ぶりに規制が解除された。

※�この「九州北部豪雨災害特別号」は、広報あそ平成２４年８・９月号に掲載した
災害関連情報を、一部編集して発行したものです。


